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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪染色又は脱色組成物であって、
　（ｉ）少なくとも０．２５モル／Ｌのペルオキシモノカーボネートイオン、
　（ｉｉ）少なくとも１つの酸化剤、及び
　（ｉｉｉ）１４～３０個の炭素原子を含む脂肪族アルコールから選択される６以下のＨ
ＬＢ及び少なくとも３０℃の融点を有する少なくとも１つの界面活性剤又は両染性物質を
含み、且つ平均で１～１０個のエチレンオキシド単位を有する１４～１８個の炭素原子の
アルキルエーテルホスフェートから選択されるアニオン性界面活性剤を更に含む少なくと
も１つのゲル網状組織増粘系であって、前記組成物に対して総量で１～１５重量％のゲル
網状組織増粘系
を含み、且つ
　ここで前記組成物が、ラジカルスカベンジャーの供給源を３％未満含み、且つ前記組成
物が、７．５～９．５のｐＨを有する、毛髪染色又は脱色組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、少なくとも１つのアンモニウムイオン供給源を更に含む、請求項１に記
載の毛髪染色又は脱色組成物。
【請求項３】
　前記組成物が、１Ｐａ・ｓ（１０００ｍＰａ・ｓ）～６０Ｐａ・ｓ（６００００ｍＰａ
・ｓ）の粘度を有する、請求項１又は２に記載の毛髪染色又は脱色組成物。
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【請求項４】
　前記組成物が、２Ｐａ・ｓ（２０００ｍＰａ・ｓ）～３０Ｐａ・ｓ（３００００ｍＰａ
・ｓ）の粘度を有する、請求項１又は２に記載の毛髪染色又は脱色組成物。
【請求項５】
　前記組成物が、３Ｐａ・ｓ（３０００ｍＰａ・ｓ）～２５Ｐａ・ｓ（２５０００ｍＰｓ
・ｓ）の粘度を有する、請求項１又は２に記載の毛髪染色又は脱色組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物を毛髪に塗布し、前記組成物を毛髪上に２
～６０分間放置し、引き続き前記組成物を毛髪からすすぎ落とす工程を含む毛髪処理方法
。
【請求項７】
　前記組成物が、２０分未満の時間毛髪上に保持される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも２つの連続的な酸化的毛髪染色又は酸化的毛髪脱色処理工程を含む連続的な
酸化的毛髪染色又は酸化的毛髪脱色の方法であって、ここで、各処理間の期間が１日～６
０日であり、且つ各処理が、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物を提供し、該組
成物を毛髪に塗布し、該組成物を毛髪上に２０分未満の時間保持し、引き続き該組成物を
毛髪からすすぎ落とす工程を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪染色及び毛髪脱色組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ケラチン性繊維、特にヒトの毛髪の色を毛髪染料の塗布により永続的に変えることは周
知である。消費者に所望の毛髪の色及び色の強度を提供するために、非常に複雑な化学的
プロセスが使用される。永続的な毛髪染色配合物は典型的には酸化毛髪染料前駆体を含み
、これは角皮を通して毛髪中及び皮質中に拡散することができ、そこで次に互いに好適な
酸化剤と反応して最終的な染料分子を形成することができる。結果として得られるこれら
の分子のサイズがより大きいため、それらは水及び／又は洗剤によるその後の洗浄の間に
毛髪から容易に拡散できないため消費者の所望する色の永続性を与える。この反応は典型
的には、アルカリ化剤の存在下及び酸化剤の存在下における、ｐＨおよそ１０の過激な環
境において起こる。更に、消費者はこのプロセスを、所望の毛髪の色及び色相及び色の強
度を維持するため、並びに新しい発毛の被覆を包含する毛髪の連続的で均一な被覆を確実
にするために定期的に繰り返す。
【０００３】
　このような製品の製造者はまた、多数の制約内で作業することを必要とされる。これら
の製品は消費者の皮膚に直接接触するように設置されるため、染色プロセス中、偶発的に
（例えば）目に入ったり、若しくは口に入ったりする可能性が起こり得る。そのため、処
方は厳格な安全基準を満たさなければならず、いかなるアレルギー反応も起こしてはなら
ない。これらの必要条件を満たすことに加えて、製品はまた、視覚的及び嗅覚的に消費者
を満足させなければならない。特に、該製品は、消費者の衣服、特に毛髪の流れに沿った
皮膚又は他の物体を不用意に染色することなく、その製品が消費者によって容易に毛髪に
塗布されることができ、所望の効果を提供できることを確実にするために、特定の物理的
パラメータを満たす必要もある。
【０００４】
　製造業者はまた、毛髪染色の消費者に、広範囲の異なった色を得るように要求される。
消費者には、ただ毛髪の天然の色を際立たせることを望む者もいるが、他に灰色を覆うこ
と又は毛髪色を完全に変えて、異なる自然に見える毛髪色又は人工のものに見える毛髪色
にすることを望む者もいる。従って、製造業者は、色や色相が異なる２０種類以上の異な
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る処方を提供して、消費者の一連の特定の要求に対応してよい。これらの配合物は個々に
処方されることが必要であり、及び典型的には異なる染料化合物の混合物を含有する複雑
な処方である。結果として、このような製品範囲の製造は、費用がかかり、複雑になる可
能性がある。
【０００５】
　しかしながら、商業的毛髪染色製品は長年の間利用されてきたという事実にもかかわら
ず、その製品はなお消費者に関連する多くの欠陥を示している。
【０００６】
　典型的には、永続的毛髪染料製品は、アルカリ、典型的にはアンモニア供給源を含有す
る。これが毛髪を膨潤させるという目的を果たし、これによって染料前駆体分子が毛髪内
に入ることを可能にし、酸化剤（典型的には、過酸化水素）の明るくする効果も向上させ
る。しかし、アンモニアはまた揮発性であり、特に、このような毛髪染料製品が鼻部に近
いところで使用される場合、それに伴う臭気はこのような製品の消費者にとって非常に不
快である。それ故、消費者が要求する明るさの程度及び色を提供するが、感知可能なアン
モニア臭を低減又は除去した酸化的毛髪染色及び／又は脱色組成物を提供することが極め
て望ましい。
【０００７】
　実際は、現在の毛髪染色製品の別の問題は、必要とされる毛髪を明るくする効果を送達
する毛髪染色製品の提供である。必要な明るさの程度を送達することは、消費者が要求す
るあらゆる種類の色相（特に、ブロンドの色相及び灰色の適用範囲）を提供するために、
特に重要である。このような製品は、通常、要求されただけの明るくする効果を送達する
ために、高濃度の酸化剤及びアンモニアの使用を必要とするするため、製造業者に特定の
困難を課す。しかし、これらの製品内の高濃度のアンモニアの存在に伴う問題に加えて、
本明細書中にて上述した如く、アンモニア及び／又は酸化剤のこれら高濃度の存在は、更
に毛髪の状態に影響を与え、場合によっては頭皮に軽い皮膚刺激を引き起こす場合がある
。特に、毛髪表面の親水性が染色プロセス中に増加し、これが染色中及び直後、その後の
洗浄中及び次の染色塗布までの整髪サイクル中の毛髪の感覚認知及びその全体的な扱い易
さを変化させる。それ故、必要とされる明るさ及び／又は色を、不必要な毛髪損傷をする
ことなく提供する、酸化的毛髪染色及び／又は脱色組成物を提供することも極めて望まし
い。
【０００８】
　少なくとも上述の確認された改善領域のいくつかに対処するために、多数の試みが文献
に記載されている。例えば、カーボネートの使用が、次の毛髪染色技術に記載されている
。
【０００９】
　欧州特許第４３５０１２号は、必要とする染色時間が短く、毛髪への損傷がほどんど無
く、染色後のカーボネートによる刺激臭が無く、臭いを発生しないアルカリ過酸化水素及
び緩衝液を含む毛髪染色組成物について記載している。同様に、欧州特許第１１０６１６
６号は、アンモニア、カーボネート（アンモニア塩以外）、遷移金属塩及びキレート剤を
含有し、刺激臭を発せず、皮膚への刺激が少なく且つ毛髪色を短時間でより明るい色調に
変えることができる毛髪染料組成物について記載している。ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０１
／２８５０８は、緩衝剤、ｐＨ調整剤又は毛髪膨潤剤を必要とせずに、臭いと毛髪損傷を
低減させ、改善された染色及び脱色を提供する、酸化剤及び炭酸アンモニウム及び／又は
カルバミン酸アンモニウムを含む毛髪染色処方について記載している。日本国特許第０１
２０６８２５号は、アンモニア、アンモニウム塩及びカーボネートを含む低刺激性毛髪染
色組成物について記載している。米国特許第２００４／００８３５５７号は、良好な色落
ち及び低臭気性を提供するための、酸化的毛髪染料前駆体、金属シアネート、アルカリ化
剤及び酸化剤、好ましくは金属重炭酸塩を含む毛髪染色組成物について記載している。
【００１０】
　ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０４／０１４３２８は、過酸化物酸化剤、特定の酸化剤及びよ
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り効果的に染色させる、水溶性カーボネートを放出する塩類の少なくとも１つを含有し、
２～６０分間、塗布されるワンステップ毛髪染色組成物について記載している。米国特許
第２００４／００９８８１４号は、毛髪を継続的な短い処理にさらし、該処理がシャンプ
ー又はコンディショナーベース内の染料中間体、塩を放出する水溶性カーボネート及び水
溶性アンモニウム塩から構成される、永続的毛髪染色方法について記載している。米国特
許第２００４／００９８８１６号は、毛髪を規定の時間間隔がある多数の処理に付し、処
理組成物がキレート剤と組み合わされた炭酸アンモニウムを含む、段階的永続的毛髪染色
方法についても記載している。
【００１１】
　しかし、過酸化水素及びカーボネート毛髪着色剤系の使用は、製造が困難であることが
現在判明している。この問題は、高い色落ちを提供するためには望ましい、高濃度の過酸
化物及びカーボネートを有する組成物について特に顕著である。更に、消費者が皮膚、衣
服又は浴室回りの表面上に液だれさせることなく容易に毛髪に塗布できる製品を提供する
ために、毛髪染色製品は、組成物が一定の要求される粘度を有するように設計される。こ
れは、混合時に濃縮される又は少なくとも１つの成分（染料組成物若しくは酸化組成物の
いずれか、好ましくは染料組成物）が混合時に、組成物全体を増粘する濃縮処方として提
供されるいわゆる薄－薄型液体製剤としての染料組成物及び酸化組成物を提供することに
よって実現される。
【００１２】
　本明細書の当該技術分野における上記カーボネート系は、増粘に適した多数の物質につ
いて記載する。しかし、これらの物質は、高濃度のカーボネートを含む組成物を十分に増
粘せず、その結果として製品が不安定性となり、不十分な粘度にしかならないことが明ら
かになっている。それ故、製品の安定性又は製造の容易性で妥協することなく、高濃度の
カーボネートを組み込む毛髪染色組成物を提供するのが好ましい。
【００１３】
　消費者にとって特に重要な別の性能領域は、所望の色が得られること、及び効果的な白
髪適用範囲も得られることである。実際、染色される白髪の量は消費者によって大幅に変
化するが、消費者が求める染色された毛髪の全体的外見の結果が、頭上の生来の有色素の
毛髪及び白髪に対して、初めの均一、及び均等な色の適用範囲が染色後の洗浄及び乾燥サ
イクルの間に保持されるという追加的要求とほぼ同一でなければならない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　それ故、消費者に、改良された色落ち及び明るくすること及び改良された色の送達、吸
収性、及び耐久性、及び製造し易さ、必要な粘度の送達及び貯蔵寿命における安定性を提
供する毛髪染色剤を提供することが更に望ましい。
【００１５】
　意外にも、酸化剤、カーボネートイオン供給源、及び本明細書中下記で定義する様な特
定のゲル網状組織増粘系（ラジカルスカベンジャー供給源を含まず、好ましくはｐＨ９．
５以下で利用する）を含む酸化的毛髪染色組成物が、安定増粘系として処方可能であるこ
とが判明している。更に、該組成物は少ない臭いを示し、現在利用されているアンモニア
／過酸化物系に匹敵する高い色落ち及び明るさを送達し、一方で、過酸化物濃度を低減し
、毛髪繊維損傷を低減する。更に、本発明の組成物は、現在の染料及び染料前駆体系と適
合性があり、ブロンドの色相に色落ち及び明るさを改善し、優れた染料付着及び色及び改
良された灰色の適用範囲が得られる。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明は、（ｉ）少なくとも約０．２５モル／Ｌの、カーボネートイオン、カルバメー
トイオン、炭酸水素イオン又はペルオキシモノカーボネートイオンの供給源、（ｉｉ）少
なくとも１つの酸化剤及び（ｉｉｉ）本明細書中下記にて定義されるゲル網状組織増粘系
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を含む毛髪染色及び毛髪脱色組成物であって、ラジカルスカベンジャー類の供給源を含ま
ない該組成物に関する。
【００１７】
　本発明の更なる観点は、（ｉ）少なくとも約０．２５モル／Ｌの、カーボネートイオン
、カルバメートイオン、炭酸水素イオン又はペルオキシモノカーボネートイオン及びこれ
らの混合物の供給源、（ｉｉ）少なくとも１つの酸化剤と、（ｉｉｉ）６以下のＨＬＢ及
び少なくとも３０℃の融点を有する少なくとも１つの界面活性剤又は両染性物質を含む少
なくとも１つのゲル網状組織増粘系が、１～５個、好ましくは１～３個のエチレンオキシ
ド単位を有する少なくとも１つのアルキルエーテルホスフェートを含むものを含む毛髪染
色又は脱色組成物に関する。
【００１８】
　別の実施形態では、本発明は、（ｉ）個別包装された、少なくとも１つの酸化剤を含む
酸化用成分及び（ｉｉ）個別包装された、少なくともカーボネートイオン、カルバメート
イオン、炭酸水素イオンの供給源及び本明細書で定義するゲル網状組織増粘系を含む第２
成分より成る毛髪染色及び脱色用キットに関する。ここで、混合時に該組成物は、少なく
とも約０．２５モル／Ｌの、カーボネートイオン、カルバメートイオン、炭酸水素イオン
、ペルオキシモノカーボネートイオン及びこれらの混合物を含み、該キットがラジカルス
カベンジャー類の供給源を含まない。
【００１９】
　本発明は更に、（ｉ）少なくとも１つの酸化剤及び本明細書で定義する様なゲル網状組
織増粘系を含む個別包装された酸化用成分並びに（ｉｉ）カーボネートイオン、カルバメ
ートイオン、炭酸水素イオン、ペルオキシモノカーボネートイオン、及びこれらの混合物
の供給源を含む個別包装された第２成分を含む毛髪染色及び脱色用キットに関する。ここ
で、混合時に前記組成物は、少なくとも０．２５モル／Ｌの、カーボネートイオン、カル
バメートイオン、炭酸水素イオン、ペルオキシモノカーボネートイオン、及びこれらの混
合物の該供給源を含み、該キットがラジカルスカベンジャー類の供給源を含まない。
【００２０】
　本発明は更に、（ｉ）少なくとも１つの酸化剤並びに６以下のＨＬＢ及び少なくとも約
３０℃の融点を有する少なくとも１つの界面活性剤又は両染性物質を含む少なくとも１つ
のゲル網状組織増粘系であって、１～５個、好ましくは１～３個のエチレンオキシド単位
を有する少なくとも１つのアルキルエーテルホスフェートを更に含むものを含む個別包装
された酸化用成分並びに（ｉｉ）カーボネートイオン、カーボネートイオン、炭酸水素イ
オンの供給源を少なくとも１つ含む、個別包装された第２成分より成る毛髪染色又は脱色
用キットに関する。ここで、該成分が、混合時に、少なくとも約０．２５モル／Ｌの、カ
ーボネートイオン、カルバメートイオン、炭酸水素イオン又はペルオキシモノカーボネー
トイオン及びこれらの混合物の供給源を含む。
【００２１】
　本発明は更に、少なくとも約０．２５モル／Ｌの、カーボネートイオン、カルバメート
イオン、炭酸水素イオン又はペルオキシモノカーボネートイオン、少なくとも１つの酸化
剤及びゲル網状組織増粘系を含む組成物を塗布する工程から成る毛髪処理方法に関する。
ここで、該組成物が、ラジカルスカベンジャー供給源を含まず、該組成物を毛髪に約２～
６０分間塗布し、引き続き、該組成物を毛髪からすすぎ洗いする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本明細書は、本発明を詳しく指摘し明確に請求する特許請求の範囲でまとめられるが、
本発明は、以下の説明からより良く理解されるものと考えられる。
【００２３】
　本明細書中で用いる場合、処理される「毛髪」という用語は、「生体の」、即ち生きて
いる体上にあるか、あるいは「非生体の」、即ちかつら、ヘアピース又は非生体性ケラチ
ン性繊維のその他集合体である。哺乳類、好ましくはヒトの毛髪が好ましい。しかしなが
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ら、羊毛、毛皮及びその他のケラチン含有繊維は、本発明の組成物に適した基質である。
【００２４】
　特に記述されない限り、すべての百分率は、総組成物の重量によるものである。処理時
に１つ以上の組成物が使用される場合、考慮されるべき総重量は、特に指示がない限り、
毛髪に同時に塗布される全組成物の総重量（即ち、「頭上に」ある重量）である。特に記
載のない限り、すべての比率は重量比である。すべてのモル濃度は、総組成物の容量によ
るものであり、該組成物１リットル中の成分（単数又は複数）のモル数、又は「モル／Ｌ
」として表現される。処理時に２つ以上の組成物が使用される場合、考慮されるべき総容
量は、特に指示がない限り、毛髪に同時に塗布される全組成物の総容量（即ち、「頭上に
」ある容量）である。
【００２５】
　カーボネートイオン供給源
　本発明によると、該組成物は少なくとも約０．２５モル／Ｌの、カーボネートイオン、
カルバメートイオン又は炭酸水素イオン又はペルオキシモノカーボネートイオンの供給源
又はこれらの任意の混合物を含む。この量は、例えば少なくとも約２．４０％（容積百分
率）の炭酸アンモニウム（分子量は、９６．０９ｇ／モルに相当する）を本発明の組成物
に追加することにより、又は例えば約１．０％（容積百分率）の炭酸アンモニウム及び少
なくとも約１．４６％（容積百分率）の炭酸水素カリウム（分子量は、１００．１２ｇ／
モルに相当する）を追加することによって達成することができる。本発明の組成物は、好
ましくは約０．４モル／Ｌ～約２．０モル／Ｌ、より好ましくは約０．５モル／Ｌ～約１
．５モル／Ｌの、該イオン供給源を含む。
【００２６】
　本発明の組成物を、個別包装された酸化用成分及び個別包装された第２成分（例えば、
脱色又は染色用成分）を含む毛髪染色又は脱色用キットとして使用する場合、該イオン供
給源の濃度が、該脱色又は染色用成分中で、成分の混合比に比例して増加し、毛髪に塗布
する組成物を提供するために、該成分の混合時に少なくとも約０．２５モル／Ｌの濃度に
到達することもまた理解すべきである。
【００２７】
　これらのイオンのいかなる供給源を利用してもよい。本明細書に用いるのに好適な供給
源には、ナトリウム、カリウム、リチウム、カルシウム、マグネシウム、バリウム、カー
ボネートイオン、カルバメートイオン及び炭酸水素イオンのアンモニウム塩類並びにこれ
らの混合物、例えば炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素カリ
ウム、炭酸リチウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、炭酸バリウム、炭酸アンモニ
ウム、炭酸水素アンモニウム及びこれらの混合物が挙げられる。
【００２８】
　炭酸イオン及び酸化剤の双方の供給源を得るために、過炭酸塩も使用してもよい。カー
ボネートイオン、カルバメートイオン及び炭酸水素イオンの好ましい供給源は、炭酸水素
ナトリウム、炭酸水素カリウム、カルバミン酸アンモニウム及びこれらの混合物である。
【００２９】
　本発明の特に好ましい実施形態において、アンモニウムイオン供給源及びカーボネート
イオン供給源は、炭酸アンモニウム、炭酸水素アンモニウム、カルバミン酸アンモニウム
又はこれらの混合物等の単一供給源によって提供される。
【００３０】
　酸化剤
　従って、本発明の組成物は、ペルオキシモノカーボネートイオンを形成する。これらの
イオンは典型的には、過酸化水素の供給源とカーボネートイオンとの間の反応からその場
で形成される。従って、本発明の組成物は、少なくとも１つの酸化剤供給源を含む組成物
を含むか又はそれとの組み合わせで使用される。本明細書に用いるのに好ましい酸化剤は
、水溶性過酸素酸化剤である。本明細書で定義される時、「水溶性」とは、標準状態で、
少なくとも０．１ｇ、好ましくは１ｇ、より好ましくは１０ｇの前記酸化剤が１リットル
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の脱イオン水に溶解され得ることを意味する。酸化剤は、初期可溶化及びメラニンの脱色
（脱色）にとって有益であり、並びに毛幹中での酸化染料前駆体の酸化（酸化染色）を促
進する。
【００３１】
　本発明では、当該技術分野において既知のいずれの酸化剤も使用してよい。好ましい水
溶性酸化剤は、水溶液中に過酸化水素を生じさせることができる無機過酸素物質である。
水溶性過酸素酸化剤は当該技術分野において周知であり、過酸化水素、無機アルカリ金属
過酸化物、例えば過ヨウ素酸ナトリウム及び過酸化ナトリウム、並びに有機過酸化物、例
えば過酸化尿素、メラミン過酸化物、及び無機過水和物塩の脱色化合物、例えば過ホウ酸
塩、過炭酸塩、過リン酸塩、過ケイ酸塩、過硫酸塩等のアルカリ金属塩が挙げられる。こ
れらの無機過水和物塩は、一水和物、四水和物などとして組み込まれてもよい。アルキル
及びアリール過酸化物、並びに／又はペルオキシダーゼを用いてもよい。所望であれば、
２つ以上のこうした酸化剤の混合物を用いることができる。酸化剤は、水溶液で、又は使
用前に溶解される粉末として提供されてもよい。本発明の組成物内で使用するのに好まし
いのは、過酸化水素、過カーボネート（酸化剤及びカーボネートイオンの両方の供給源を
提供するために使用される）、過硫酸塩及びこれらの組み合わせである。
　本発明によると、組成物は、約０．１重量％～約１０重量％、好ましくは約１重量％～
約７重量％、最も好ましくは約２重量％～約５重量％の酸化剤を含む。
【００３２】
　ゲル網状組織増粘剤
　本発明によると、毛髪染色及び脱色組成物は、ゲル網状組織増粘系より成る。本発明の
ゲル網状組織増粘系は、高融点を有する低ＨＬＢ界面活性剤又は両染性物質の少なくとも
１つ、及び以下で述べる追加の第２界面活性剤の少なくとも１つから成る増粘系として定
義される。
【００３３】
　当業者は、該ゲル網状組織増粘系が、網状ラメラ二重膜及び／又は小胞及びしばしば結
晶の複雑な構造を通常有していることを理解するであろう。これらの系は通常、クリーム
状の外観と手触りを有し、従って特に望ましい。
【００３４】
　理論に束縛されるものではないが、ゲル網状組織増粘系内での膨潤及び増粘は典型的に
、イオン性界面活性剤の静電反発力、又は二重膜に組み込まれた非イオン性界面活性剤の
エチレンオキシド鎖の立体反発の結果として達成されると考えられている。しかし、これ
らの両メカニズムは、高濃度炭酸塩類の存在下で抑制される。意外にも、ゲル網状組織増
粘系内の界面活性剤先端基の構造に、必要な特定のものを選択することで、該膨潤、及び
その結果増粘効率が達成されることが明らかとなっている。
【００３５】
　理論に束縛されるものではないが、本発明にて記載のゲル網状組織増粘系界面活性剤は
、ゲル網状組織ラメラ二重膜内に適切な幾何学的配置を有し、二重膜の脱膨潤を抑制し、
従って粘性損失を避けるものと考えられている。更に、ある種の実施例では、カーボネー
トの追加が実際に、より大規模なゲル網状組織系の形成を促進して、塩による漸次的増粘
をもたらしてもよい。
【００３６】
　本発明で使用される界面活性剤（類）のＨＬＢ（親水性－親油性バランス）は、グリフ
ィン（Griffin）が出版物、化粧品化学会誌（J. Soc. Cosm. Chem.）（第５巻、１９５４
年、２４９頁）（その開示は本発明において参考として組み込まれる）にて定義した、標
準的なＨＬＢである。
【００３７】
　本発明で使用される界面活性剤（類）の融点は、米国薬局方（US Pharmacopeia）、Ｕ
ＳＰ－ＮＦジェネラル・チャプター「溶融温度範囲」に記載されている標準融点法によっ
て測定できる。
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【００３８】
　本発明によれば、低ＨＬＢの界面活性剤又は両染性物質は、６以下のＨＬＢ及び少なく
とも約３０℃の融点を有する。代表的実施例は、次の化合物（下記実施例において、「固
形」とは、３０℃未満の温度での物質の状態を意味する）含む：固形脂肪族アルコール類
、固形オキシエチレン脂肪族アルコール類、固形グリコールエステル類、固形オキシエチ
レンアルキルフェノール類、固形ソルビタンエステル類、固形糖エステル類、固形メチル
グルコシドエステル類、固形ポリグリセリンエステル類、固形アルキルグリセリルエーテ
ル類、固形プロピレングリコール脂肪酸エステル類、コレステロール及びセラミド類。
【００３９】
　好ましくは、該低ＨＬＢ界面活性剤類は、約１４～３０個の炭素原子を含む直鎖又は分
枝鎖脂肪族アルコール類、約１６～３０個の炭素原子及び約２単位以下のエチレンオキシ
ドを含むオキシエチレン脂肪族アルコール類、及び約１６～３０個の炭素原子を含む脂肪
酸類のグリセロールモノエステル類から選択される。最も好適には、低ＨＬＢ界面活性剤
として、セチル、ステアリル、セトステアリル又はベヘニルアルコール類、ステアレス－
２及びグリセロールモノステアレートが挙げられる。
【００４０】
　ゲル網状組織増粘系の第２界面活性剤は、アニオン性、非イオン性又はカチオン性であ
ってよい。
【００４１】
　アニオン性界面活性剤は、式ＲnＸmＹＭに従う界面活性剤（式中、Ｒは、８～３０個の
炭素原子を有する、アルキル基、アルケニル基又はアルキルアリール基であり、Ｘは、少
なくとも１つの炭素原子と少なくとも１つの酸素原子又は窒素原子とを含む極性基であり
、Ｙは、カルボキシレート類、サルフェート類、スルホネート類又はホスフェート類から
選択されるアニオン基であり、ｎ及びｍは、独立して１又は２であり、Ｍは、水素又は塩
を形成するカチオンである）及びこれらの混合物から選択される。
【００４２】
　アニオン性界面活性剤の代表的実施例としては、次の化合物の塩類（例えば、ナトリウ
ム塩類、アンモニウム塩類、アミン塩類、アミノアルコール塩類及びマグネシウム塩類の
ようなアルカリ塩類）が挙げられる：アルキルエーテルカルボキシレート類、アルキルエ
ーテルサルフェート類、アルキルグリセリルスルホネート類、アルキルアミドエーテルサ
ルフェート類、アルキルアリールポリエーテルサルフェート類、アルキルモノグリセリド
サルフェート類、アルキルエーテルスルホネート類、アルキルアミドスルホネート類；ア
ルキルサクシネート類、アルキルスルホサクシネート類、アルキルエーテルスルホサクシ
ネート類、アルキルアミドスルホサクシネート類、アルキルスルホサクシナメート類；ア
ルキルスルホアセテート類、アルキルエーテルホスフェート類；アシルサルコシネート類
、Ｎ－アシルメチルアミノプロピオネート；アシルイセチオネート類、Ｎ－アシルタウレ
ート類；アシルレクチレート類；アルキルポリグルコシド類のカルボキシアルキルエーテ
ル；アルキルレシチン誘導体類。これら各種化合物全てのアルキル又はアシルラジカルは
、例えば、８～３０個の炭素原子を含み、且つ該アリールラジカルは、例えば、フェニル
基及びベンジル基から選択される。
【００４３】
　好ましくは、該アニオン性界面活性剤は、アルキルエーテルホスフェート類、アルキル
エーテルサルフェート類、アルキルグリセリルスルホネート類、Ｎ－アシルサルコシネー
ト類、Ｎ－アシルタウレート類；アシルレクチレート類及びアルキルポリグルコシド類の
カルボキシアルキルエーテルから選択される。更により好ましい界面活性剤類は、平均で
１～２０個、好ましくは１～１０個、最も好ましくは１～３個のエチレンオキシド単位を
有するアルキルエーテルホスフェート類から選択される。
【００４４】
　該ゲル網状組織増粘系にて用いるのに好適な非イオン性界面活性剤としては、７以上の
ＨＬＢを有し、且つ１つ以上のポリエチレンオキシド鎖であって、ここで、各ポリエチレ
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ンオキシド鎖が平均して少なくとも約５０個のエチレンオキシド単位を有するものが挙げ
られる。
【００４５】
　非イオン性界面活性剤として使用するには、７以上のＨＬＢを有し、ポリエチレンオキ
シド鎖を含まないものも好適である。ポリエチレンオキシド鎖を含まない非イオン性界面
活性剤の代表的実施例としては、ポリグリセロレート化脂肪酸類、ポリグリセロレート化
脂肪族アミド類、ポリグリセロレート化アルキルフェノール類、ポリグリセロレート化α
－ジオール類、ポリグリセロレート化アルコール類、アルキルポリグルコシド類及び糖エ
ステル類が挙げられる。好ましくは、ポリエチレンオキシド鎖を含まない非イオン性界面
活性剤は、アルキルポリグルコシド類、糖エステル類、ポリグリセリル脂肪酸エステル類
、アルキルポリグリセリルエーテル類及びこれらの混合物から選択される。
【００４６】
　１つ以上のポリエチレンオキシド鎖（ここで、各ポリエチレンオキシド鎖が、平均で少
なくとも約５０個のエチレンオキシド単位を含有する）を含む非イオン性界面活性剤の代
表的実施例としては、次の化合物が挙げられる：ポリオキシエチレンアルキルエーテル類
、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル類、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシ
エチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレン脂肪族アミド類並びにそれらのモノエタノー
ルアミン及びジエタノールアミン誘導体類並びにポリエトキシレート化脂肪族アミン類（
ここで、少なくとも約５０個の多数のエチレンオキシド基を有する）及びこれらの混合物
。
【００４７】
　１つ以上のポリエチレンオキシド鎖を含む好ましい非イオン性界面活性剤としては、少
なくとも約５０個、好ましくは約１００～２００個のエチレンオキシド単位を有するポリ
オキシエチレンアルキルエーテル類（例えば、ステアレス－１００及びステアレス－１５
０）が挙げられる。
【００４８】
　ゲル網状組織増粘系にて用いるのに好適なカチオン性界面活性剤は、少なくとも約２０
個の炭素原子を含む脂肪鎖を少なくとも１つ有する、四級アンモニウム塩類又はアミドア
ミン類、から選択されるカチオン性界面活性剤及びこれらの混合物である。
【００４９】
　該四級アンモニウム塩類は、一般式Ｎ+（Ｒ1Ｒ2Ｒ3Ｒ4）Ｘ-

　（式中、Ｒ1は、約２０～３０個の炭素原子を含む直鎖及び分岐ラジカル類から選択さ
れ、Ｒ2は、約２０～３０個の炭素原子又は同一基であるＲ3～Ｒ4ラジカルを含む直鎖及
び分岐ラジカル類から選択され、Ｒ3～Ｒ4のラジカルは、同一でも異なっていてもよく、
約１～４個の炭素原子を含む直鎖及び分岐脂肪族ラジカル並びに芳香族ラジカル類例えば
、アリール及びアルキルアリールから選択され、該脂肪族ラジカルは、少なくとも１つの
ヘテロ原子例えば、酸素、窒素、硫黄及びハロゲン元素を含むことができ、該脂肪族ラジ
カル類は、例えば、アルキル、アルコキシ及びアルキルアミドラジカル類から選択され、
式中、Ｘ－はハロゲン化合物類（塩化物、臭化物及びヨウ化物など）、（Ｃ２～Ｃ６）ア
ルキルサルフェート類（メチルサルフェート、ホスフェート類、アルキル及びアルキルア
リールスルホネート類など）から選択されるアニオン、並びに有機酸（アセテート及びラ
クテートなど）から誘導されるアニオン類である）を有する。カチオン性界面活性剤は、
好ましくは例えば、ベヘントリモニウムクロライド、ベヘンアミドプロピルトリモニウム
メトサルフェート、ステアラミドプロピルトリモニウムクロライド、アラキドトリモニウ
ムクロライド及びこれらの混合物から選択される。
【００５０】
　該アミド－アミンは、一般式Ｒ’1－ＣＯＮＨ（ＣＨ2）ｎＮＲ’2Ｒ’3

　（式中、Ｒ’1は、約２０～３０個の炭素原子を含む直鎖及び分岐ラジカル類から選択
され、Ｒ’2～Ｒ’3のラジカルは、同一でも異なっていてもよく、水素、約１～４個の炭
素原子を含む直鎖及び分岐脂肪族ラジカル並びに芳香族ラジカル類例えば、アリール及び
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アルキルアリールから選択され、該脂肪族ラジカルは、少なくとも１つのヘテロ原子例え
ば、酸素、窒素、硫黄及びハロゲン元素を含むことができ、該脂肪族ラジカル類は、例え
ば、アルキル、アルコキシ及びアルキルアミドラジカル類から選択され、式中、ｎは、１
～４の整数である）を有する。該アミド－アミンは、好ましくは例えば、ベヘナミドプロ
ピルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルジエチルアミン、ベヘナミドエチルジエチルア
ミン、ベヘナミドエチルジメチルアミン、アラキドアミドプロピルジメチルアミン、アラ
キドアミドプロピルジエチルアミン（arachidamido-propyidiethylamine）、アラキドア
ミドエチルジエチルアミン（arachidamidoethyidiethylamine）、アラキドアミドエチル
ジメチルアミン（arachidamidoethyidimethylamine）、及びこれらの混合物から選択され
る。
【００５１】
　本発明の特に好ましいゲル網状組織増粘系としては、約１６～３０個の炭素原子及び約
２個以下のエチレンオキシドを含むオキシエチレン脂肪族アルコール類並びに少なくとも
約５０個、好ましくは約１００～１５０個のエチレンオキシド単位を有するポリオキシエ
チレンアルキルエーテル類の組み合わせが挙げられる。本発明の特に好ましい別のゲル網
状組織増粘系としては、約１４～３０個の炭素原子を含む脂肪族アルコール類及びアルキ
ルエーテルホスフェート類の組み合わせが挙げられる。
【００５２】
　１つの特に好ましいゲル網状組織増粘系の実施例（本明細書中にて上述した如く、塩に
よる漸次的増粘をもたらす）は、６以下のＨＬＢ及び少なくとも３０℃の融点を有する少
なくとも１つの低ＨＬＢ界面活性剤又は両染性物質を含むゲル網状組織増粘系であって、
ここで、好ましくはセチル若しくはステアリルアルコール又はこれらの混合物、及び約１
４～１８個の炭素原子を含み、且つ平均で約１～５個、好ましくは約１～３個のエチレン
オキシド単位を有するアルキルエーテルホスフェートの少なくとも１つを含む。
【００５３】
　上述した特定の種別の界面活性剤の２つ以上又は該界面活性剤のあらゆる組み合わせを
使用することが可能である。本発明の組成物は、総量で約０．５％～約３０％、好ましく
は約１％～約１５％、さらにより好ましくは約２％～約１０％の、ゲル網状組織を形成す
る界面活性剤類を含んでよい。該低ＨＬＢ界面活性剤対特定の第２界面活性剤の重量比は
、約１００：１～約１：１０、好ましくは２０：１～１：２、さらにより好ましくは１０
：１～１：１である。
【００５４】
　ラジカルスカベンジャー
　本発明によれば、該組成物は典型的にはラジカルスカベンジャー供給源を含まない。本
明細書で使用する時、用語「含まない」とは、ラジカルスカベンジャー供給源を３％未満
、好ましくは２％未満、より好ましくは１％未満、さらにより好ましくは０．１％、更に
一層より好ましくは０．０１％、及び更に一層より好ましくは０．００１％含み、最も好
ましくはこれを実質的に含まない組成物を意味する。
【００５５】
　本明細書で使用する時、用語「ラジカルスカベンジャー」とは、次の一般式に従う化合
物を意味する。（ｉ）：Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｈ）（Ｒ3）－Ｒ4－（Ｃ（Ｈ）（Ｒ5）－Ｙ－Ｒ6

）n

　式中、ＹはＮＲ2、Ｏ、又はＳ、好ましくはＮＲ2であり、ｎは０～２であり、Ｒ4は一
価又は二価であると共に、（ａ）置換若しくは非置換の直鎖状若しくは分枝状のアルキル
系、モノ不飽和若しくはポリ不飽和アルキル系、ヘテロアルキル系、脂肪族系、ヘテロ脂
肪族系、又はヘテロオレフィン（heterololefinic）系、（ｂ）置換若しくは非置換の単
環式若しくは多環式脂肪族系、アリール系、又は複素環式系、あるいは（ｃ）置換若しく
は非置換のモノフルオロ、ポリフルオロ若しくはペルフルオロアルキル系から選択され、
（ａ）、（ｂ）、及び（ｃ）の系は、１～１２個の炭素原子、並びにＯ、Ｓ、Ｎ、Ｐ、及
びＳｉから選択される０～５個のヘテロ原子を含み、Ｒ4はＲ3又はＲ5と結合して５、６
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、若しくは７員環を作り出すことができ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ5、及びＲ6は一価であると
共に、上述の（ａ）、（ｂ）、及び（ｃ）、又はＨから独立して選択される。
【００５６】
　好ましくは、Ｒ4は、（ａ）置換若しくは非置換の直鎖状若しくは分枝状のアルキル系
、ヘテロアルキル系、脂肪族系、ヘテロ脂肪族系、又はヘテロオレフィン系、（ｂ）置換
若しくは非置換の単環式若しくは多環式脂肪族系、アリール系、又は複素環式系、あるい
は（ｃ）置換若しくは非置換のモノフルオロ、ポリフルオロ若しくはペルフルオロアルキ
ル系から選択され、より好ましくは、Ｒ4は、（ａ）置換若しくは非置換の直鎖状若しく
は分枝状のアルキル系、ヘテロアルキル系、脂肪族系、又はヘテロ脂肪族系、（ｂ）置換
若しくは非置換のアリール系、又は複素環式系、あるいは（ｃ）置換若しくは非置換のモ
ノフルオロ、ポリフルオロ若しくはペルフルオロアルキル系から選択され、より好ましく
は、置換若しくは非置換の直鎖状若しくは分枝状のアルキル系又はヘテロアルキル系から
選択される。
【００５７】
　好ましくは、本明細書で上述した（ａ）、（ｂ）、及び（ｃ）のＲ4系は、１～８個の
炭素原子、好ましくは１～６個、より好ましくは１～４個の炭素原子、及び０～３個のへ
テロ原子、好ましくは０～２個のへテロ原子、最も好ましくは０～１個のへテロ原子を含
む。前記系がへテロ原子を含む場合、前記系が１個のへテロ原子を含むのが好ましい。好
ましいへテロ原子としては、Ｏ、Ｓ、及びＮが挙げられ、より好ましいのはＯ及びＮであ
り、最も好ましいのはＯである。
【００５８】
　好ましくは、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ5、及びＲ6は、上記のＲ4について定義された系のいず
れかから、及びＨから独立して選択される。
【００５９】
　別の実施形態では、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、及びＲ6基のいずれかは置換されている
。好ましくは、置換基（類）は、（ａ）（ｉ）置換若しくは非置換の直鎖状若しくは分枝
状のアルキル系、モノ不飽和若しくはポリ不飽和アルキル系、ヘテロアルキル系、脂肪族
系、ヘテロ脂肪族系、又はヘテロオレフィン系、（ｉｉ）置換若しくは非置換の単環式若
しくは多環式脂肪族系、アリール系、又は複素環式系、あるいは（ｉｉｉ）置換若しくは
非置換のモノフルオロ、ポリフルオロ若しくはペルフルオロアルキル系から成るＣ結合型
の一価の置換基の群であって、前記（ｉ）、（ｉｉ）、及び（ｉｉｉ）の系は、１～１０
個の炭素原子、並びにＯ、Ｓ、Ｎ、Ｐ、及びＳｉから選択される０～５個のヘテロ原子を
含むＣ結合型の一価の置換基の群、（ｂ）ＳＡ1、ＳＣＮ、ＳＯ2Ａ

1、ＳＯ3Ａ
1、ＳＳＡ1

、ＳＯＡ1、ＳＯ2ＮＡ1Ａ2、ＳＮＡ1Ａ2、及びＳＯＮＡ1Ａ2から成るＳ結合型の一価の置
換基の群、（ｃ）ＯＡ1、ＯＣＮ及びＯＮＡ1Ａ2から成るＯ結合型の一価の置換基の群、
（ｄ）ＮＡ1Ａ2、（ＮＡ1Ａ2Ａ3）+、ＮＣ、ＮＡ1ＯＡ2、ＮＡ1ＳＡ2、ＮＣＯ、ＮＣＳ、
ＮＯ2、Ｎ＝ＮＡ1、Ｎ＝ＮＯＡ1、ＮＡ1ＣＮ、ＮＡ1ＮＡ2Ａ3から成るＮ結合型の一価の
置換基の群、（ｅ）ＣＯＯＡ1、ＣＯＮ3、ＣＯＮＡ1

2、ＣＯＮＡ1ＣＯＡ2、Ｃ（＝ＮＡ1

）ＮＡ1Ａ2、ＣＨＯ、ＣＨＳ、ＣＮ、ＮＣ、及びＸから成る一価の置換基の群、並びに（
ｆ）１～１２個の炭素原子及び０～４個のヘテロ原子を含むモノフルオロ、ポリフルオロ
若しくはペルフルオロアルキル系から成るフルオロアルキルの一価の置換基から成る群か
ら選択される。
【００６０】
　上述の（ｂ）～（ｅ）の群では、Ａ1、Ａ2及びＡ3は一価であり、（１）Ｈ、（２）置
換若しくは非置換の直鎖状若しくは分枝状のアルキル系、モノ不飽和若しくはポリ不飽和
アルキル系、ヘテロアルキル系、脂肪族系、ヘテロ脂肪族系、又はヘテロオレフィン系、
（３）置換若しくは非置換の単環式若しくは多環式脂肪族系、アリール系、又は複素環式
系、あるいは（４）置換若しくは非置換のモノフルオロ、ポリフルオロ若しくはペルフル
オロアルキル系から独立して選択され、前記（２）、（３）、及び（４）の系は、１～１
０個の炭素原子、並びにＯ、Ｓ、Ｎ、Ｐ、及びＳｉから選択される０～５個のヘテロ原子
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を含み、ＸはＦ、Ｃｌ、Ｂｒ及びＩから成る群から選択されるハロゲンである。
【００６１】
　本明細書に用いるのに好ましい置換基には、ハメット・シグマ・パラ（Hammett Sigma 
Para）（σp）値－０．６５～＋０．７５、好ましくは－０．４～＋０．５を有するもの
が挙げられる。ハメット・シグマ値（Hammett Sigma Values）は、「上級有機化学－反応
、機構、及び構造（Advanced Organic Chemistry－Reactions,Mechanisms and Structure
）」（ジェリー・マーチ（Jerry March）著、第５版、２００１年、３６８～３７５ペー
ジ）に記載されている。理論に制限されるものではないが、その選択された範囲のシグマ
パラ値を有する置換基は、Ｒ1及び／又はＲ2上に置換された場合に、分子の毛幹浸透能を
妨げることのある好ましくないない分子量の増加を過度に加えることなく、化合物の毒物
学的特性を改善することがあると考えられている。いくつかの好ましい置換基及びそれら
のハメット・シグマ・パラ値を次の表Ａに示す。追加の置換基及びそれらの値は、マーチ
（March）による書籍、３７０頁に示されている。
【００６２】

【表１】

【００６３】
　好ましくは、上記で定義したラジカルスカベンジャーは、窒素のプロトン化を防止する
ために、７を超えるｐＫａを有する。
【００６４】
　好ましくは、更に、本発明は次の一般式（ｉｉ）：
【００６５】
【化１】

　（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、及びＲ5はそれぞれ、Ｈ、ＣＯＯ-Ｍ+、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｓ
Ｏ3

-Ｍ+、ＮＯ2、ＯＣＨ3、ＯＨ、又はＣ1～Ｃ10の一級若しくは二級アルキルから独立し
て選択され、ＭはＨ又はアルカリ金属のいずれかである）に従うラジカルスカベンジャー
類を含まない。好ましくは、ヒドロキシ基（hydroxy goup）のプロトン化を確実にするた
めに、上述したラジカルスカベンジャーは、８．５超のｐＫａを有する。
【００６６】
　好ましくは、更に、本発明は（ｉｉｉ）ベンジルアミン、イミダゾール、ジ－tert－ブ
チルヒドロキシトルエン、ハイドロキノングアニン、ピラジン、ピペリジン、モルホリン
、メチルモルホリン、２－メチルオキシエチルアミン（2methyoxyethylamine）、及びこ
れらの混合物の群から選択されるようなラジカルスカベンジャー類を含まない。
【００６７】
　更に一層好ましくは、本発明は炭酸塩ラジカルと反応して、その炭酸塩ラジカルを一連
の速い反応によって、より反応性の低い種、即ち炭酸塩ラジカルスカベンジャーへと変換
させることのできる種として定義されたラジカルスカベンジャーを含まない。
【００６８】
　理論に束縛されるものではないが、ラジカルスカベンジャーが炭酸塩ラジカルを変換す
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る能力（上述の通り）は、以下に示す電荷移動反応のエネルギーに依存すると考えられて
いる。（電荷移動反応のエネルギー計算については、詳細に後述する。）
　スカベンジャー＋ＣＯ3

*　→　スカベンジャー*-＋ＣＯ3
2-

　式中、反応エネルギーは、次によって定義される。
【００６９】
　ΔＨｒ＝ΔＨｆ（生成物）－ΔＨｆ（反応体）
　　＝ΔＨf（スカベンジャー*+）＋ΔＨf（ＣＯ3

2-）－ΔＨf（スカベンジャー）－ΔＨ

f（ＣＯ3
*-）

　本発明によれば、該組成物は、約０ｋｃａｌ／モル～約１４ｋｃａｌ／モル、好ましく
は約１．５ｋｃａｌ／モル～約９ｋｃａｌ／モルの反応エネルギーを有するラジカルスカ
ベンジャーを含まない。
【００７０】
　追加成分
　本発明の組成物としては、毛髪染色剤例えば、酸化染料前駆体等、非酸化的の予め形成
された染料、追加の増粘剤及び／又はレオロジー調整剤、溶剤、酵素、追加の界面活性剤
、コンディショニング剤、担体類、酸化防止剤、安定剤、キレート剤、パーマ用活性物質
、香料、還元剤（チオ乳酸）、毛髪膨潤剤類及び／又はポリマー類を更に含む追加成分が
挙げられるが、これらに限定するものではない。これら追加成分のいくつかについては、
後で詳細に述べる。
【００７１】
　アルカリ化剤供給源
　本発明によれば、組成物は任意に少なくとも１つのアルカリ化剤供給源、好ましくはア
ンモニウムイオン供給源及び／又はアンモニアを含んでもよい。特に好ましいアルカリ化
剤は、アンモニウムイオンの供給源をもたらすものである。いずれのアンモニウムイオン
供給源も本明細書で用いるのに好適である。好ましい供給源としては、塩化アンモニウム
、硫酸アンモニウム、硝酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、酢酸アンモニウム、炭酸
アンモニウム、炭酸水素アンモニウム、カルバミン酸アンモニウム、水酸化アンモニウム
、過炭酸塩、アンモニア、及びこれらの混合物が挙げられる。特に好ましいのは、炭酸ア
ンモニウム、カルバミン酸アンモニウム、アンモニア、及びこれらの混合物である。本発
明の組成物は、約０．１重量％～約１０重量％、好ましくは約０．５重量％～約５重量％
、最も好ましくは約１重量％～約３重量％のアルカリ化剤、好ましくはアンモニウムイオ
ンを含んでもよい。
【００７２】
　好ましくは、存在する場合は、アンモニウムイオン及びカーボネートイオンは、該組成
物中に３：１～１：１０、好ましくは２：１～１：５の重量比で存在する。
【００７３】
　好ましくは、本発明の組成物は、約９．５～約７．５、より好ましくは約９．５～約８
．４、最も好ましくは約９．４～約８．５、更に一層好ましくは約９．０のｐＨを有する
。
【００７４】
　該組成物のｐＨは、メトラートレド社（Mettler Toledo）製ＭＰ２２０又はＭＰ２２５
ｐＨ装置（実験室用標準ｐＨ電極を装着）を使用して測定できる。該装置は、各回使用前
に、較正用標準緩衝剤及び標準較正手順を使用して較正される。
【００７５】
　毛髪染料
　本発明の毛髪染色組成物は、好ましくは、酸化染色組成物を含む毛髪染色組成物である
。こうした組成物は、多様な毛髪の色を毛髪に送達する酸化毛髪染料前駆体（一次中間体
としても知られる）を含む。これらの小さい分子は酸化剤により活性化され、更なる分子
と反応してより大きい染色錯体を毛幹中に形成する。
【００７６】
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　前駆体は、単独で又は他の前駆体と組み合わせて用いることができ、１つ以上の前駆体
を１つ以上のカップラーと組み合わせて用いることもできる。カップラー（色調整剤又は
二次中間体としても知られる）は、一般に、活性化された前駆体類の存在下で色を形成で
きる無色の分子類であり、特定の色の効果を生成するため又は色を安定化させるために、
他の前駆体類又はカップラー類と共に使用される。前駆体及びカップラーの選択は、所望
の染色の色、色相及び強度により決定される。前駆体及びカップラーを、本明細書におい
て、単一で又は組み合わせにより用いて、灰色がかったブロンド色（blondee）から黒ま
での範囲の多様な色相を有する染料を提供することができる。
【００７７】
　これらの化合物は、当該技術分野において周知であり、芳香族ジアミン類、アミノフェ
ノール類、芳香族ジオール類及びこれらの誘導体が挙げられる（酸化的染料前駆体の代表
的ではあるが非包括的なリストは、「化粧品の科学及び技術（Cosmetic Science and Tec
hnology）」（サガリン（Sagarin）著、インターサイエンス（Interscience）、特別版、
第２巻、３０８～３１０頁）に見出すことができる）。以下に述べる前駆体は、例示のた
めだけのものであり、本明細書の組成物及びプロセスを限定する目的でないことを理解す
べきである。以下のものが挙げられる。
【００７８】
　１，７－ジヒドロキシナフタレン（１，７－ナフタレンジオール）、１，３－ジアミノ
ベンゼン（ｍ－フェニレンジアミン）、１－メチル－２，５－ジアミノベンゼン（トルエ
ン－２，５－ジアミン）、１，４－ジアミノベンゼン（ｐ－フェニレンジアミン）、１，
３－ジヒドロキシベンゼン（レゾルシノール）、１，３－ジヒドロキシ－４－クロロベン
ゼン（４－クロロレゾルシノール）、１－ヒドロキシ－２－アミノベンゼン（ｏ－アミノ
フェノール）、１－ヒドロキシ－３－アミノベンゼン（ｍ－アミノフェノール）、１－ヒ
ドロキシ－４－アミノ－ベンゼン（ｐ－アミノフェノール）、１－ヒドロキシナフタレン
（１－ナフトール）、１，５－ジヒドロキシナフタレン（１，５－ナフタレンジオール）
、２，７－ジヒドロキシナフタレン（２，７－ナフタレンジオール）、１－ヒドロキシ－
２，４－ジアミノベンゼン（４－ジアミノフェノール）、１，４－ジヒドロキシベンゼン
（ヒドロキノン）、１－ヒドロキシ－４－メチルアミノベンゼン（ｐ－メチルアミノフェ
ノール）、６－ヒドロキシベンゾ－モルホリン（ヒドロキシベンゾモルホリン）、１－メ
チル－２－ヒドロキシ－４－アミノベンゼン（４－アミノ－２－ヒドロキシ－トルエン）
、３，４－ジアミノ安息香酸（３，４－ジアミノ安息香酸）、１－メチル－２－ヒドロキ
シ－４－（２’－ヒドロキシエチル）アミノベンゼン（２－メチル－５－ヒドロキシ－エ
チルアミノ－フェノール）、１，２，４－トリヒドロキシベンゼン（１，２，４－トリヒ
ドロキシベンゼン）、１－フェノール－３－メチルピラゾール－５－オン（フェニルメチ
ルピラゾロン）、１－（２’－ヒドロキシエチルオキシ）－２，４－ジアミノベンゼン（
２，４－ジアミノフェノキシ－エタノールＨＣｌ）、１－ヒドロキシ－３－アミノ－２，
４－ジクロロベンゼン（３－アミノ－２，４－ジクロロ－フェノール）、１，３－ジヒド
ロキシ－２－メチルベンゼン（２－メチルレゾルシノール）、１－アミノ－４－ビス－（
２’－ヒドロキシエチル）アミノベンゼン（Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシ－エチル）－
ｐ－フェニレン－ジアミン、２，４，５，６－テトラアミノピリミジン（ＨＣレッド１６
）、１－ヒドロキシ－３－メチル－４－アミノベンゼン（４－アミノ－ｍ－クレゾール）
、１－ヒドロキシ－２－アミノ－５－メチルベンゼン（６－アミノ－ｍ－クレゾール）、
１，３－ビス－（２，４－ジアミノフェノキシ）プロパン（１，３－ビス－（２，４－ジ
アミノ－フェノキシ）－プロパン）、１－（２’－ヒドロキシエチル）－２，５－ジアミ
ノベンゼン（ヒドロキシエチル－ｐ－フェニレンジアミンサルフェート）、１－メトキシ
－２－アミノ－４－（２’－ヒドロキシエチルアミノ）ベンゼン（２－アミノ－４－ヒド
ロキシエチルアミノアニソール）、１－ヒドロキシ－２－メチル－５－アミノ－６－クロ
ロベンゼン（５－アミノ－６－クロロ－ｏ－クレゾール）、１－ヒドロキシ－２－アミノ
－６－メチルベンゼン（６－アミノ－ｏ－クレゾール）、１－（２’－ヒドロキシエチル
）－アミノ－３，４－メチレンジオキシベンゼン（ヒドロキシエチル－３，４－メチレン



(15) JP 5318418 B2 2013.10.16

10

20

30

40

50

ジオキシ－アニリンＨＣｌ）、２，６－ジヒドロキシ－３，４－ジメチルピリジン（２，
６－ジヒドロキシ－３，４－ジメチルピリジン）、３，５－ジアミノ－２，６－ジメトキ
シピリジン（２，６－ジメトキシ－３，５－ピリジンジアミン）、５，６－ジヒドロキシ
インドール（５，６－ジヒドロキシ－インドール）、４－アミノ－２－アミノメチルフェ
ノール（２－アミノエチル－ｐ－アミノ－フェノールＨＣｌ）、２，４－ジアミノ－５－
メチルフェネトール（２，４－ジアミノ－５－メチル－フェネトールＨＣｌ）、２，４－
ジアミノ－５－（２’－ヒドロキシエチルオキシ）トルエン（２，４－ジアミノ－５－メ
チルフェノキシエタノールＨＣｌ）、５－アミノ－４－クロロ－２－メチルフェノール（
５－アミノ－４－クロロ－ｏ－クレゾール）、４－アミノ－１－ヒドロキシ－２－（２’
－ヒドロキシエチルアミノメチル）ベンゼン（ヒドロキシエチルアミノメチル－ｐ－アミ
ノフェノールＨＣｌ）、４－アミノ－１－ヒドロキシ－２－メトキシメチルベンゼン（２
－メトキシメチル－ｐ－アミノフェノールＨＣｌ）、１，３－ビス（Ｎ（２－ヒドロキシ
エチル）－Ｎ－（４－アミノ－フェニル）アミノ）－２－プロパノール（ヒドロキシプロ
ピル－ビス－（Ｎ－ヒドロキシ－エチル－ｐ－フェニレンジアミン）ＨＣｌ）、６－ヒド
ロキシインドール（Hydorxyindole）（６－ヒドロキシ－インドール）、２，３－インド
リンジオン（イサチン）、３－アミノ－２－メチルアミノ－６－メトキシピリジン（ＨＣ
ブルー７号）、１－フェニル－３－メチル－５－ピラゾロン－２，４－ジヒドロ－５，２
－フェニル－３Ｈ－ピラゾール－３－オン、２－アミノ－３－ヒドロキシピリジン（２－
アミノ－３－ヒドロキシピリジン）、５－アミノ－サリチル酸、１－メチル－２，６－ビ
ス（２－ヒドロキシ－エチルアミノ）ベンゼン（２，６－ヒドロキシエチルアミノ－トル
エン）、４－ヒドロキシ－２，５，６－トリアミノピリミジン（２，５、６－トリアミノ
－４－ピリミジノールサルフェート）、２，２’－［１，２－エタンジイル－ビス－（オ
キシ－２，１－エタンジイルオキシ）］－ビス－ベンゼン－１，４－ジアミン（ＰＥＧ－
３，２’，２’－ＤＩ－ｐ－フェニレンジアミン）、５，６－ジヒドロキシインドリン（
ジヒドロキシインドリン）、Ｎ，Ｎ－ジメチル－３－ウレイドアニリン（ｍ－ジメチル－
アミノ－フェニル尿素）、２，４－ジアミノ－５－フルオロトルエンサルフェート水和物
（４－フルオロ－６－メチル－ｍ－フェニレンジアミンサルフェート）及び１－アセトキ
シ－２－メチルナフタレン（１－ヒドロキシエチル（HYDROXYYETHYL）－４，５－ジアミ
ノピラゾールサルフェート）。これらは、分子形態又は過酸化物適合性塩の形態で使用す
ることができる。
【００７９】
　本発明の毛髪染色組成物としては、非酸化的毛髪染料即ち、単独で又は上述した酸化的
染料と組み合わせて使用してもよい直接染料も挙げられる。好適な直接染料には、アゾ又
はアントラキノン染料、及びベンゼン系のニトロ誘導体及び／又はメラニン前駆体、及び
これらの混合物が挙げられる。このような直接染料は、色相改質又はハイライトを送達す
るのに特に有用である。特に好ましいものは、塩基性赤５１、塩基性橙３１、塩基性黄８
７及びこれらの混合物である。
【００８０】
　本発明の毛髪染料組成物は、一般的に、約０．００１％～約１０％の染料を含む。例え
ば、低強度の染色、例えば自然な金髪から薄茶色の毛髪の色合いを提供する組成物は、一
般に染色組成物の約０．００１重量％～約５重量％、好ましくは約０．１重量％～約２重
量％、より好ましくは約０．２重量％～約１重量％の前駆体及びカップラーを含む。より
暗い色相、例えば茶色及び黒は、典型的には、０．００１重量％～約１０重量％、好まし
くは約０．０５重量％～約７重量％、より好ましくは約１重量％～約５重量％の前駆体及
びカップラーを含む。
【００８１】
　界面活性剤
　本発明の組成物は、少なくとも約０．０１％のゲル網状組織増粘系内にて利用される追
加の界面活性剤を１つ以上更に含んでよい。本明細書に用いるのに適した界面活性剤は、
一般に、約８～約３０個の炭素原子の親油性の鎖長を有し、且つアニオン性、非イオン性
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、両性及びカチオン性界面活性剤、並びにこれらの混合物から選択されることができる。
【００８２】
　ポリマー
　本発明の組成物は、所望により、少なくとも約０．０１％のポリマーを更に含んでよい
。該ポリマーは、例えば結合ポリマー、架橋アクリル酸ホモポリマー、（メタ）クリル酸
及び（Ｃ１～Ｃ６）アルキルアクリレートの架橋コポリマー又はポリサッカライドから選
択されることができる。該ポリマーは、下記のように、コンディショニング剤として使用
してもよい。該ポリマーは、一般に組成物の、約０．０１重量％～約２０．０重量％、好
ましくは約０．１重量％～約５重量％の濃度で用いられる。
【００８３】
　コンディショニング剤
　本発明の組成物は、コンディショニング剤を含む組成物を含んでもよく、又はそれとの
組み合わせにおいて用いられてもよい。本明細書に用いるのに好適なコンディショニング
剤は、シリコーン物質、アミノシリコーン類、脂肪族アルコール類、ポリマー樹脂類、ポ
リオールカルボン酸エステル類、カチオン性ポリマー類、カチオン性界面活性剤、不溶性
の油及び油に由来する物質、並びにこれらの混合物から選択される。追加の物質としては
、鉱油類及びその他の油類、例えばグリセリン及びソルビトールが挙げられる。
【００８４】
　コンディショニング剤は、一般に組成物の約０．０５重量％～約２０重量％、好ましく
は約０．１重量％～約１５重量％、より好ましくは約０．２重量％～約１０重量％、更に
より好ましくは約０．２重量％～約２重量の濃度で用いられる。
【００８５】
　特に有用なコンディショニング物質は、カチオン性ポリマー類及びシリコーン類である
。カチオン性ポリマー型のコンディショナーは、化粧品組成物で処理されたケラチン繊維
の化粧品特性の少なくとも１つを改善するものとして当業者に既知のものから選択されて
もよい。カチオン性ポリマーは、一級、二級、三級及び四級アミン基であって、ポリマー
主鎖の一部を形成するか又はポリマー主鎖に直接結合する側鎖置換基に含まれる場合のあ
るアミン基から選択される少なくとも１つのアミン基の単位を含むものから選択すること
ができる。
【００８６】
　シリコーン類は、ポリアルキルシロキサン油類、トリメチルシリル又はヒドロキシジメ
チルシロキサン末端基を含有する直鎖ポリジメチルシロキサン（polydiemthylsiloxane）
油類、ポリメチルフェニルシロキサン、ポリジメチルフェニルシロキサン又はポリジメチ
ルジフェニルシロキサン油類、シリコーン樹脂類、その一般的構造中に、１つ又は多数の
有機官能基（類）（同一又は異なり、該シロキサン鎖に直接結合している）を有する有機
官能シロキサンから選択されることができる。該有機官能基（類）は、：ポリエチレンオ
キシ及び／又はポリプロプレンオキシ基、（ペル）フルオロ基、チオール基、置換又は非
置換のアミノ基、カルボキシレート基、ヒドロキシル化された基、アルコキシル化された
基、クオタニウムアンモニウム基、両性及びベタイン（betain）基から選択される。該シ
リコーンは、ニート流体又は予め形成されたエマルションの形態のどちらか一方にて使用
することができる。
【００８７】
　キレート剤
　本発明によると、組成物はキレート化剤を含んでよい。キレート剤は、当該技術分野に
おいて周知であり、各々が金属イオンとキレートを形成できる分子又は異なった分子の混
合物を指す。キレート化剤は、当該技術分野において周知であり、その非包括的なリスト
は、ＡＥ・マーテル（AE Martell）及びＲＭ・スミス（RM Smith）著、「臨界安定度定数
（Critical Stability Constants）」（第１巻、プレナム出版社（Plenum Press）（ニュ
ーヨーク＆ロンドン（１９７４年））、並びにＡＥ・マーテル（AE Martell）及びＲＤ・
ハンコック（RD Hancock）著、「水溶液中の金属錯体（Metal Complexes in Aqueous Sol
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ution）」（プレナム出版社（Plenum Press）（ニューヨーク＆ロンドン）、１９９６年
刊）に見出すことができ、両者共、本明細書に参考として組み込まれる。
【００８８】
　本明細書に用いるのに適したキレート剤の例には、ＥＤＤＳ（エチレンジアミン二コハ
ク酸）、カルボン酸（特に、アミノカルボン酸）、ホスホン酸（特に、アミノホスホン酸
）及びポリリン酸（特に、直鎖ポリリン酸）、それらの塩及び誘導体が挙げられる。
【００８９】
　キレート剤は、本発明の組成物中に安定剤及び／又は防腐剤として組み込まれてもよい
。加えて、キレート剤は、毛髪繊維の損傷について効果を提供し、従ってそれらは本発明
の毛髪損傷の様相を更に改善するために使用されてもよいことが判明している。本発明の
キレート化剤の濃度は、ジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジポリ酸及びモノアミンモノアミド－Ｎ，
Ｎ’－ジポリ酸キレート化剤（例えばＥＤＤＳ）のような最も有効なキレート化剤を例と
して、約０．１％、好ましくは少なくとも約０．２５％、より好ましくは約０．５％の低
さであってもよい。より有効でないキレート剤は、キレート剤の有効性によって、より好
ましくは、組成物の少なくとも約１重量％、更により好ましくは約２重量％を超える濃度
で用いられる。約１０重量％の高さの濃度を用いることもできるが、この濃度を超えると
、著しい処方の問題が生じる場合がある。
【００９０】
　溶媒
　本発明の組成物にて使用するのに適した適した溶剤としては、水、ブトキシジグリコー
ル、プロピレングリコール、アルコール（変性）、エトキシジグリコール、イソプロピル
アルコール、ヘキシレングリコール、ベンジルアルコール及びジプロピレングリコールが
挙げられるが、これらに限定するものではない。最後に、本発明の組成物は、従って典型
的には、水性組成物として提供される。本発明の組成物は、典型的には溶媒の少なくとも
約１０重量％、好ましくは約２０重量％、より好ましくは約３０重量％、最も好ましくは
約５０重量％で含まれる。
【００９１】
　使用方法
　本明細書に記載される方法の実施例及び実施形態の使用は、単に例示することが目的で
あり、本発明の範囲から逸脱することなくその種々の変更又は変形が当業者に提示される
ことは理解される。
【００９２】
　酸化毛髪染料組成物は、別個の容器など、個別包装された成分において、酸化染料、前
駆体、及び典型的には適したキャリア中のアンモニアであるアルカリ化剤を含む染料成分
（エマルションは「染料クリーム」又は溶液は「染料液」とも呼ばれる）、並びに酸化剤
（通常は、過酸化水素）を含む過酸化水素成分（同様にエマルションは「過酸化水素クリ
ーム」又は溶液は「過酸化水素液」とも呼ばれる）を含むキットにおいて通常販売される
。消費者は、染料成分及び過酸化水素成分を、使用直前に混合し、毛髪上へ塗布する。
【００９３】
　同様に、脱色組成物もまた、典型的には２個又は３個の別個の容器の中に個別包装され
た２つ又は３つの成分を含むキットとして通常販売される。第１の成分はアンモニウムイ
オン供給源（例えば、アンモニア）を含み、第２の成分は酸化剤を含み、及び第３（任意
）の成分は第２の酸化剤を含む。脱色組成物は、上記の組成物を使用直前に混合すること
により得られる。
【００９４】
　（毛髪全てへの均一な塗布を保証するため）数分間混合物を処理した後、染色が起きる
ために十分な量で酸化染料組成物を毛髪上に残留させる（通常、約２～６０分、典型的に
は約３０～４５分）。次に、消費者は、彼／彼女の毛髪を水で完全にすすいで、それを乾
燥させる。毛髪が元の色から所望する色に変化したことを確認できる。
【００９５】
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　酸化染料組成物及び脱色組成物中に存在する時、任意のコンディショニング剤が第３の
容器において提供され得る。後者の場合、すべての３つの組成物は使用直前に混合され共
に塗布されることができるか、又は第３の容器中の内容物は、他の容器の混合の結果とし
て得られる酸化染料組成物又は脱色組成物の直後の後処置として、（任意のすすぎ工程の
後に）塗布され得る。
【００９６】
　酸化的毛髪染料組成物の場合、該ゲル網状組織増粘系は染料成分内若しくは過酸化水素
成分内又は両方の成分内に含まれてもよい。
【００９７】
　従って、得られる本発明の毛髪染色又は脱色組成物は、１Ｐａ・ｓ（１，０００ｍＰａ
・ｓ）～６０Ｐａ・ｓ（６０，０００ｍＰａ・ｓ）、好ましくは２Ｐａ・ｓ（２，０００
ｍＰａ・ｓ）～３０Ｐａ・ｓ（３０，０００ｍＰａ・ｓ）、最も好ましくは３Ｐａ・ｓ（
３，０００ｍＰａ・ｓ）～２５Ｐａ・ｓ（２５，０００ｍＰａ・ｓ）の粘度を有する。更
に、混合に先だって、該毛髪染料成分（成分２）は、１Ｐａ・ｓ（１，０００ｍＰａ・ｓ
）未満の粘度を有してもよく、このような組成物はしばしば「薄－薄」又は「液体」着色
剤と言われる。得られる、酸化性成分及び染料成分（ｉ）及び（ｉｉ）（換言すれば、毛
髪染色又は脱色組成物）の混合物の粘度は、１Ｐａ・ｓ（１，０００ｍＰａ・ｓ）～６０
Ｐａ・ｓ（６０，０００ｍＰａ・ｓ）、好ましくは２Ｐａ・ｓ（２，０００ｍＰａ・ｓ）
～３０Ｐａ・ｓ（３０，０００ｍＰａ・ｓ）、より好ましくは３Ｐａ・ｓ（３，０００ｍ
Ｐａ・ｓ）～２５Ｐａ・ｓ（２５，０００ｍＰａ・ｓ）である。粘度は、円錐及びプレー
トを装備したブルックフィールド（Brookfield）粘度計を使用して測定する。０Ｐａ・ｓ
（０ｍＰａ・ｓ）～１２Ｐａ・ｓ（１２，０００ｍＰａ・ｓ）の範囲内の粘度の場合は、
Ｓ４２プレート装備のブルックフィールド（Brookfield）ＤＶ－１１粘度計を使用する。
該組成物の２ｍＬ試料を、２６．７℃にて３分間平衡に保ってから、０．１ｒａｄ／ｓ（
１ｒｐｍ）単位で値を読み取る。１２Ｐａ・ｓ（１２，０００ｍＰａ・ｓ）～５０Ｐａ・
ｓ（５０，０００ｍＰａ・ｓ）の範囲内の粘度の場合は、Ｓ５２プレート装備のブルック
フィールド（Brookfield）ＤＶ－１粘度計を使用する。該組成物の０．５ｍＬ試料を、２
６．７℃にて１分間平衡に保った後、０．１ｒａｄ／ｓ（１ｒｐｍ）単位で値を読み取る
。
【００９８】
　本発明は更に、毛髪の着色又は脱色の該方法が、少なくとも１つの酸化剤、カーボネー
トイオン、カルバメートイオン、又は炭酸水素イオン、及びこれらの混合物の供給源の少
なくとも１つ、並びに上記で定義したようなゲル網状組織増粘系を含み、ラジカルスカベ
ンジャー類を含まない組成物を塗布することから成る実施形態も含み、該組成物を毛髪に
塗布する時間の少なくとも約５０％については、該組成物は好ましくは９．５以下のｐＨ
を有する。
【００９９】
　本発明によれば、毛髪を染色又は脱色する方法は、該組成物を毛髪に塗布し、好ましく
は該混合物を２～３分間作用させる（毛髪全体に均一に塗布するため）実施形態も含む。
次に、色を発現させるために、約２０分未満、好ましくは約１５分未満、より好ましくは
約５分から約１０分、最も好ましくは約１０分の時間、該組成物を毛髪上に残留させる。
消費者は、その後、彼／彼女の毛髪を水で完全にすすいで、乾燥させ、毛髪を通常通り整
髪する。このような方法は、より短時間での染色又は脱色プロセスを可能にすることで、
消費者に更なる利便性を提供する。
【０１００】
　本発明の代替的実施形態によれば、毛髪の染色及び／又は脱色方法は、酸化的毛髪染色
又は毛髪脱色を順次行う方法であり、少なくとも２つの酸化的毛髪染色又は毛髪脱色処理
を順次行い、各処理間の時間が１～６０日、好ましくは１～４０日、より好ましくは１～
２８日、更により好ましくは１～１４日、最も好ましくは１～７日である工程を含む。こ
のような実施形態においては、頭上に組成物を保持するのは約２０分未満の時間でもよく
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、好ましくは約１０分未満、最も好ましくは約２分～約５分である。本方法により、消費
者は、従来の毛髪洗浄又はコンディショニングプロセスに類似した形で、染色又は脱色プ
ロセスを実施することができる。
【０１０１】
　以上に記載されたキットは、当該技術分野において周知であり、各容器内の組成物は、
標準的手法のいずれか１つを使用して製造でき、これらには、ａ）「水中油型」プロセス
、ｂ）「転相」プロセス、及びｃ）「１ポット」プロセスが挙げられる。例えば、「水中
油型」プロセスを使用する場合、本発明の界面活性剤は約９０℃にて、組成物の水の総量
の約５０％まで加え、１５～３０分間かけて均質化させ、次に室温まで冷却し、これによ
ってゲル網状組織増粘剤プレミックスを形成する。次に、このプレミックスを冷却された
まま残りの水、他の任意的成分及び酸化剤又はカーボネートイオン、カルバメートイオン
若しくは炭酸水素イオンと混合し、これによって上述の脱色又は着色用キットの第１又は
第２部分を形成する。
【０１０２】
　本発明は、各種のパッケージ用及び小出し用器具にて実施されてもよい。これらの小出
し用器具は、独立して又は互いに組み合わせて使用できる個別の器具の形態で実現できる
。典型的には、該毛髪染色又は脱色組成物は、使用前に組成物を別々に保存できるように
、分離した単独又は複数の区画容器に収納される。該組成物は、次に、混合手段によって
一緒に混合され、次に塗布手段によって消費者の毛髪に塗布される。
【０１０３】
　本発明で使用することが可能である最も一般的なパッケージング用器具は、顕色剤を、
ボトル、チューブ、エアゾール、又は袋のような容器内に保存すること、及び染料ローシ
ョンを顕色剤容器内の追加の区画内に、又は同一であることができる別個の容器（例えば
、２つの部分からなる小袋又はエアゾールシステム）又はボトル及びチューブシステムの
ような異なる別個の容器内に個別に保存することを含む。
【０１０４】
　消費者は、顕色剤ローション及び染料ローションを任意の手段にて混合してよい。これ
には、単純に混合用ボウルを使用して、その中へローションを分配し、好ましくは器具な
どの混合手段を用いて混合することが含まれる。あるいは、他のローションの容器内へロ
ーションの１つを追加して（典型的には、染料ローションは顕色剤ローションへ追加され
る）、次に手で振って混合するか、又は器具を使って混合してもよい。別のシステムは、
単独の容器又は袋内の染料及び顕色剤ローションの分離隔室間にあるシールの穿孔又は変
位と、続いて容器内又は別個及び／又は追加の容器内にて手動で混合することも含む。
【０１０５】
　このような器具の一例は、いわゆる「ツイスト＆ゴー（twist and go）」器具である。
これらの器具によって、消費者は、染料を含む容器の底をひねって、連結部分を開き、染
料を含むボトルの底と顕色剤を含むボトルの最上部を接触させることができる。２つの成
分は混合され、消費者は分配用のボトルの可撓性最上部を絞って、製品を分配する。
【０１０６】
　あるいは、ローションが分配の動きによって混合される、より複雑な器具を利用しても
よい。このような複雑なシステムの例は、２つの部分からなるエアゾールシステム例えば
、缶入りの袋（bag-in-can）又はピストンである。染料及び顕色剤は、１個の器具の中に
ある２個のエアゾール缶に別々に保管され、噴射剤を使って缶又は缶の中のバッグ又はピ
ストン内の内容物に圧力を加え、バルブが分配をコントロールする。消費者がバルブを動
かすと、染料及び顕色剤が同時に缶から分配され、製品を毛髪上に分配する直前に静的ミ
キサーによって共に混合される。染料対顕色剤の比は、製品の粘度、缶圧力、又はバルブ
を通る流路寸法の変更によって操作できる。更に、製品は泡立て、ムース状で送り出すこ
とができる。
【０１０７】
　このような複雑なシステムの別の実施例は、デュアルピストンスクリューシステムを利
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用する。染料及び顕色剤は、システム内の別個のピストンシリンダーシステムに保持され
、消費者がボタンを作動させると、２個のスクリューが回転し、内部のデュアルピストン
がシリンダー内の液体に圧力を加え、従って製品が混合ステーションに移動させられて、
分配用ノズルから出る。染料対顕色剤の比は、包装容器の円筒直径によって操作できる。
更に、混合を手助けするため、直列型静的ミキサーを使用することが可能であり、このよ
うなシステムは完全に使い捨て又は完全に詰め替え可能であることができる。
【０１０８】
　更に別のシステムは、１つ以上の手動ポンプを利用する。製品は、折り畳み可能な袋の
中で予め混合してもよい。消費者がポンプを作動させると、ポンプ内の液体が分配される
。手動で作動させたポンプが直立位置に戻ると、それは製品を折り畳み可能な袋から押し
出す。あるいは、染料及び顕色剤ローションを毛髪に送達するために２個の袋及び２個の
ポンプを使用するデュアルシステムを取り付けることができる。あるいは、２個の袋に接
続された単一ポンプが、ポンプ内に混合箇所を組み込むことによって、製品を送達するこ
とができる。他の実施例は、製品をポンプシステムに接続するために、剛性ボトル及びデ
ィップチューブを使用する。最終的に、ボトル内層がボトル外層から分離してボトル内容
物を空にすることができる、層状に剥離するボトルを手動ポンプと組み合わせてを使用す
ることが可能である。
【０１０９】
　典型的には、これらの複雑なシステムは、製品の配置とは独立して、製品を塗布できる
という利点がある。
【０１１０】
　本明細書中にて上述した器具は、毛髪上への製品塗布を手助けするための、製品送出及
び／又は塗布用具と組み合わせて使用することもできる。又、これらの器具は、容器又は
櫛やブラシのような別個のアプリケーター器具の１つにノズルが取り付けられているとい
う非常に単純な性質のものであってもよい。このような櫛及びブラシは、素早くむらのな
い適用範囲又は根元／生え際のタッチアップ又はハイライト又はストリークにするかどう
かという特定の効果を得るために、用いることができる。あるいは、容器又は容器の１つ
には、櫛を取り付けてもよく、又は分配用ノズルの代わりに櫛を取り付けてもよく、製品
は中空の櫛の歯及び櫛の歯に設けられた分配用開口部を通って分配される。櫛の歯は、製
品塗布及び特に根元から先端への均一性を向上させるため、櫛の歯に沿った単一又は複数
の開口部と共に提供されてもよい。製品の分配は、例えば、層状剥離ボトル又は上述した
任意のメカニズムによって容器に加えられた機械的圧力によって行うことができる。該櫛
は、例えば、塗布を更に容易にするために容器上に取り付けられてもよく、垂直に配置さ
れてもよく（いわゆるバーティコーム（verticomb））又は消費者があらゆる領域に届く
ような角度で取り付けられてもよい。全ての器具は、消費者に毛髪への塗布のための一連
の異なった用具を提供できるように、互いに交換可能になるように設計されてもよい。
【０１１１】
　塗布するための器具は、特定の効果例えば、ハイライト、例えば、ハイライト用の櫛、
ブラシ、及び用具並びにハイライト用キャップの手助けを実現するための器具も含んでよ
い。
【０１１２】
　更なる器具の技術を、製品が毛髪内に浸透するのを手助けするために使用することがで
きる。このような技術の例としては、加熱器具、紫外線器具及び超音波器具が挙げられる
。
【実施例】
【０１１３】
　次の例は、本発明の酸化的染料組成物を示す。本明細書に記載される実施例及び実施形
態は、単に例示することが目的であり、本発明の範囲から逸脱することなくその種々の変
更又は変形が当業者に提示されることは理解される。なお、表２の実施例１～７、１０及
び１１、表３及び４の実施例１２は参考例である。
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【０１１４】
　実施例１～１０（混合組成物）
【０１１５】
【表２】

【０１１６】
　これらの組成物の粘度は、１Ｐａ・ｓ（１，０００ｍＰａ・ｓ）～６０Ｐａ・ｓ（６０
，０００ｍＰａ・ｓ）の範囲内である。
【０１１７】
　実施例１１～１２
　次の毛髪染色組成物が調製される（パートＡ）：
【０１１８】
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【表３】

【０１１９】
　実施例１２（パートＡ）の組成物の粘度は、１Ｐａ・ｓ（１，０００ｍＰａ・ｓ）未満
であり、即ちそれは「薄－薄」組成物の一部である。実施例１３（パートＡ）の組成物の
粘度は、１Ｐａ・ｓ（１，０００ｍＰａ・ｓ）～６０Ｐａ・ｓ（６０，０００ｍＰａ・ｓ
）の範囲内であり、即ちそれは「濃－濃」組成物である。
【０１２０】
　次の顕色剤組成物が調製される（パートＢ）：
【０１２１】
【表４】

【０１２２】
　パートＡ及びパートＢは、毛髪上への塗布前に混合され、混合剤の粘度は、１Ｐａ・ｓ
（１，０００ｍＰａ・ｓ）～６０Ｐａ・ｓ（６０，０００ｍＰａ・ｓ）の範囲内である。
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